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　　　　　　　　　　黄道光課月報

　　　　　　　　　　　（1935年4刀分の報告）

観測言及び観測撒（宵西天）

　氏　　名

寺町　忠行

宇野　夏雄

笹部　榮…

編井　實信

淺野英之助

　槻測地
愛矢ロ県系里豊口旨村

京都市紫野

大阪府池田町

大阪府池田町

山口縣長府町

観測藪
　　2

　12
　　1

　　］

　　1

槻測四三
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　本月の槻測も総て宵西天である．金星は一3．4等燦燗として低室を照して

みる．晴れてもどんより霞みがちな此頃，銀河も漸く頂鮎を侵しコンヂショ

ンは次第に悪くなってゆく．上旬の明るさ離角40。の邊で一角獣座の銀河の

3倍～2倍位，下旬は離角50σの邊となり同銀河の1倍位と見られてるる．中

心線は大序僅か北傾してみる．銀河を越えて天頂附近の獅子座に至る光帯が

見られ・てるる．

　封目照の観測が宇野君によって1圓（No．　1）行はれてるる。

　　　　　　　　　　×　　　　　　　　×　　　　　　　　×

　⑥待望久しき朝鮮牟島に，漸くにして出」見した熱心なる新観測者を，満腔

の悦をもつて御紹介申す．

　　　：朝鮮忠清北道清州郡米院面懸院里　　　　椛　　泰崩：≠1一

　飢に5月3同屋根上よりのスケッチが選られてみる．爾同君は近々太陽黒黙

親測をも開始され・る山．

　朝鮮同胞の観測は君を以って噛矢とすべく，しかも無難よりであることを

我々は誇りたい．　　　　　　　　　　　　　　　　　（幹事）
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5月中の観測報告敬
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　　　　　　　　　　　　　●編岡市の安武研二氏が新に報告された．上記の外，木謬氏はふたご座ξ星，
　加藤氏はア］レゴル，西井氏はふたご座ξ尺，こと座β星の憶測を夫々整理
　して報告された．O報告の詳細は課報及花山ブレテンを見られたい．
　　木下謙氏の逝去　同氏が病氣のため本年二月以來観測をri・1止された事は，此

　の欄にて既に報じたが，5月20日ユ9時急性腸カタルに急性嫡膜炎を併獲され
亡くなられた．享年二十二蔵．まことに愛惜の念に堪へない．御病身である

　事は兼々承ってみたが，その正確な蘭測と有力な器械のため特に再起を期待
　する事切なるものがあったb（小山）（第360頁の同氏の爲眞滲照）

　　　　　　　　　　　　Aルクレス座瓢星
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　ヘルクレス座新星の近況　下情此の新星は活動力のにぶい星らしいのにも拘
らす4月上旬よりまたたく聞に13等星に下ったが再び周復し6月上旬には八等
になった．此の光度曲線をながめると．食現象を思出させるが，勿論複雑な
物理現象を件ってみるであらうが，食現象も一役買って出てみるのかも知れ
ぬ。此の號の出來上る頃までには五等星にまで上ってみるかと思はれるが果
してどうだか．爾此の光度曲線は殆んど全部會員の観測によって引かれたも
のである，
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遊星面割報告（1935年5刀）

　概況　好天候，加ふるにseein9も比較的良好，火木爾星の好位置で多敏の

槻測報告を受けた．合計（169）

　　　　嘱蟄歴畔・鞭蝋画髪劉製溢血計
浪漫J　l　巳」．＿L3■　　1「τ一一「
火星・3［・・38111・1133・【・・i11112！．131…

木星7　1・6　　口・1　1．29
　金星　渡邊氏のスケッチには可なり描かれて居る．7月の好機に目湊前後

に槻測を希望する．三三では木邊幹事が6月2（用一7月末4）間篤眞を連績に行

ふ事になった．多分目渡後30分位に撮影する筈である。この期間は特に限視

との協同観測を望む，猫他の方の篇眞の撮影も期待する，露出はf50にした

大きさ矧伸して，約1，秒6・よ・・と思齢る．（…mで1随程3・四角の時

1mm弱の像に相聞する）

　火星　幾分小さくなったが4，月よりもseei119が良好であったため，成績は

よかった，最も注意を引v・たのは，アシダリウムの東邊の白斑，経度60。中

心に披つた極冠の三園の黒い模様，之れが延びてアシダリウムの北端に迫っ

て居る，一見鏡い切れ目の如く見受けられた事．マガリヂファ1カラカシウ

スまで進み1000以上に走るオクサス蓮河等で，期待に拘らす見えなかった

のは，アリンの爪（二つに分れて）エリシウムの明瞭な形等であった．7月中

旬に全部今季の槻測を整理して，多分9月の本欄に獲表出宥ると思ふ・残部

のスケッチがあれば7月上旬中に全部御迭付を願ふ

　木星　火星に次V・で人氣がある．前田，伊達，渡邊三三のスケッチによれ

ば昨年度より南北の太い平帯の切れ目が旧く，一部では各二本に分れて居る

様にさへ見受ける．特に大赤斑附近がこの傾向が甚だしい，叉大赤斑は昨年

同様に見立たす淡い友色である．猫ほ爲眞が木曽斡事により10枚位撮影され

たが，眼硯の詳しさには及ばなV・．然し帯が所によっては四本まで撮影され

て居り明暗の度合の永年の二化を見るには役立つ仕事だと思はれる．これに

よれば極は幾分南の方が暗く全表面の中．南赤道麟の南にある獅・最も明

るい．（幹事）



天界171 束豆巨天文協會潮浪“音K月幸艮 345

ig55年七月中匂の小遊星圖
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　銀河の中にある小遊星を撮影する際に，小遊星の像に線を引かすど後の槍出の時

に，比較的，樂である・銀河中には，趣く接近した，等光度の星が多いので，星像を

二つ並べる方法ぱ，小口径カメラに謝して，滑り感心しない・銀河は，星が多いので，

案内星の撰澤には便利である．

　　　　（花出で見える）掩蔽豫報（昭看ロ＋年八月）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　星　 名　二級　潜入時刻　位置角　出現時刻位置角　月　齢
ほ　時．分 日　時　分 日

153B．　Lib 6．3 δ　19　57．0 118。 8　21．27．8 265Q 9．0

A！．1tares ］．2 9　20　37．4 122 9　2ユ　33．4 192 10．0

λSgr 2．9 】1　ユ8　」6．2 79 1了　19　22，1 33】 】L9
16Psc 5．6 17　　3　36．3 36 i．7　　4　42、1 167 17．4
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（1935年三f’rl刀）黒黒占ホ目圭割『婁奨幸艮千！；一課陽太
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●清水氏の寓眞親測は1，2，3，5，7，8，10，16，17，27・31の11ケ日・
●多忙の白しばらく酬を休んでノ甜・徽邊氏が再び灘llを開始され，二二古屋

　の小澤氏が新に弱tIrを寄せられる萎になった．掘測暫がぐんぐん屠えてゆくのは何

　よりも愉快である・


